
一
黒
吟
社
史
稿
そ
の
三

一
鞭
吟
社
前
期
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
横
山
耐
雪
峡
明
治
二
十
九
(

八

九
六
)
年
、
二
十
九
歳
の
時
峡
医
学
研
修
の
た
め
に
上
京
し
て
以
来
生
涯

に
何
度
か
上
京
を
重
ね
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
で
、
彼
個
人
に
と
っ
て
も
、
吟

社
の
歴
史
の
上
で
も
、
も
っ
と
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
の
は
、
明
治
三
十
八
年

春
、
随
鴎
吟
社
の
第
一
回
大
会
に
出
席
の
た
め
の
上
京
で
あ
る
。

随
鴎
吟
社
は
前
年
戻
大
久
保
湘
南
(
一
八
六
五
1
一
九
0
八
)
が
、
森

槐
南
を
盟
主
と
し
て
創
立
し
た
漢
詩
人
の
結
社
で
あ
る
。
明
治
の
三
大
家
と
い

わ
れ
て
槐
南
と
並
称
さ
れ
た
国
分
青
厘
(
一
八
五
七
1
一
九
四
四
)
、
本
田
種
竹

(
一
八
六
二
1
一
九
0
七
)
も
名
を
列
ね
岩
渓
裳
川
(
一
八
五
五
1
一
九
四

三
)
、
永
坂
石
球
(
一
八
四
五
1
一
九
二
四
)
、
野
口
寧
斎
(
一
八
六
七
1
一
九

0
五
)
な
ど
の
一
流
詩
人
を
擁
し
、
榎
本
武
揚
(
一
八
三
六
1
一
九
0
八
)
、
東

久
世
通
禧
(
一
八
三
三
1
一
九
三
)
ら
、
詩
を
愛
好
す
る
貴
顕
名
土
が
後
援

全
国
各
地
に
社
員
.
準
社
員
を
拡
げ
、
漢
詩
壇
の
中
枢
と
も
い
う
べ
き
大
詩
社

で
あ
っ
た
。
毎
且
例
会
を
開
ミ
月
刊
の
機
関
誌
隨
鴎
集
、
を
三
十
七
年

^
月
以
来
刊
一
^
、
昭
和
十
年
代
に
ま
で
及
ん
だ
ほ
か
、
三
十
^
^
を
最
^
峡

毎
年
の
大
会
を
開
催
詩
壇
最
大
規
模
の
詩
会
と
称
せ
ら
れ
た
。

耐
雪
は
創
立
以
来
準
社
員
と
し
て
加
盟
;
随
鵬
集
、
に
投
稿
し
て
い
た

゛
)
、

が
、
第
一
回
大
会
を
歴
史
的
な
集
会
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
、
上
京
し
て
参
加

し
た
ほ
か
、
主
幹
の
湘
南
を
訪
い
、
槐
南
か
ら
、
前
年
の
松
江
来
遊
の
お
り
に

お
け
る
歓
待
に
対
す
る
返
礼
と
し
て
招
宴
を
催
さ
れ
、
大
い
に
面
目
を
施
し
て

帰
郷
し
た
。
随
鵬
吟
社
の
大
会
に
つ
い
て
は
二
随
鴎
集
、
第
八
編
詳
細
な
毛

事
が
あ
り
、
そ
の
前
後
の
同
集
峡
在
京
中
の
耐
雪
の
動
静
と
、
関
係
の
詩
が

見
え
る
。
ま
た
耐
雪
は
、
帰
郷
後
上
京
と
前
後
の
旅
中
の
詩
お
よ
び
、
関
係

の

者
の
詩
を
集
め
て
●
果
游
吟
稿
、
を
刊
行
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
ょ
っ
て
、
こ
の

時
の
情
況
を
明
ら
か
に
で
き
る
。

随
鵬
吟
社
は
、
多
く
の
社
員
を
集
め
、
機
関
誌
を
刊
行
し
、
規
約
を
有
し
、

役
員
が
存
在
す
る
な
ど
、
き
わ
め
て
整
備
さ
れ
た
組
織
的
な
結
社
で
あ
り
、
の

ち
に
、
剪
湘
吟
社
が
組
織
を
整
備
し
た
時
に
、
モ
デ
ル
と
し
た
と
思
わ
れ
る
0

ま
た
、
剪
泓
吟
社
の
幹
部
の
多
く
は
随
鵬
吟
社
に
も
名
を
列
ね
て
お
り
、
そ
の

関
係
は
{
岳
接
で
あ
っ
て
、
随
鴎
吟
社
の
動
向
は
'
男
湘
吟
社
に
も
、
大
き
な
影

響
を
及
ぽ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
両
吟
社
の
こ
う
し
た
関
係
を
作
り
あ
げ
る
た

め
に
、
耐
雪
の
随
鴎
吟
社
第
一
回
大
会
参
加
は
、
い
わ
ぱ
エ
ポ
ツ
ク
メ
ー
キ
ン

山
陰
地
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研
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剪
舩
吟
社
史
稿
そ
の
三

グ
的
な
意
味
を
持
つ
事
件
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

耐
雪
は
三
月
六
日
に
、
汽
船
で
松
江
を
出
発
し
た
。
日
登
の
自
宅
を
出
た
の

は
、
鉄
道
が
ま
だ
敷
設
さ
れ
て
い
な
い
時
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
日
か
二
日
前
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
,
東
游
吟
稿
、
巻
頭
の
次
の
詩
は
、
乗
船
に
先
立
っ

て
、
見
送
り
の
人
々
に
与
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

乙
巳
三
月
将
之
東
京
賦
此
留
別
乞
巳
三
月
将
に
東
京
に
之
か
ん
と
し

此
を
賦
し
て
留
別
す
)

一
夜
春
風
春
水
生
一
夜
春
風
春
水
生
じ

眼
中
景
物
近
清
明
眼
中
の
景
物
清
明
に
近
し

よ
う
れ
い

揚
船
径
欲
揺
揺
去
揚
船
径
ち
に
揺
々
と
去
ら
ん
と
欲
し

が
ん
さ
く

岸
幢
還
宜
緩
緩
行
岸
幢
還
た
宜
し
く
緩
々
と
し
て
行
く
べ
し

芳
草
緑
波
南
浦
道
芳
草
緑
波
南
浦
の
道

暖
煙
翠
柳
夕
陽
城
暖
煙
翠
柳
夕
陽
の
城

元
知
此
別
無
多
日
元
知
る
此
の
別
多
日
無
しい

か

其
奈
酒
醒
分
秧
情
其
れ
酒
醒
め
て
分
快
の
情
を
奈
ん
せ
ん

船
上
の
人
と
な
っ
て
、
次
の
詩
が
あ
る
。

六
日
発
松
江
(
六
日
松
江
を
発
t

離
亭
風
笛
裂
新
腔
離
停
風
笛
新
腔
を
裂
きモ

、
つ

断
送
詩
人
柳
外
艘
断
送
す
詩
人
柳
外
の
艘

千
里
遊
行
従
此
啓
千
里
の
遊
行
此
れ
よ
り
啓
く

春
帆
細
雨
古
松
江
春
帆
細
雨
古
松
江

入
谷
仙
介

舟
過
三
保
関
(
舟
三
保
関
を
過
ぐ
)

濯
足
長
江
万
里
流
足
を
濯
う
長
江
万
里
の
流
れ

大
仙
山
色
望
中
収
大
仙
の
山
色
望
中
に
収
む

回
看
鴎
鷺
旧
天
地
回
看
す
鴎
鷺
の
旧
天
地

第
一
凌
滄
是
此
游
第
一
滄
を
凌
ぐ
は
此
れ
是
の
游

三
保
関
は
美
保
関
大
仙
は
大
山
、
船
が
美
保
関
に
さ
し
か
か
る
こ
ろ
、
大

山
は
壮
大
な
山
容
を
あ
ら
わ
に
す
る
。
天
下
の
中
央
に
乗
り
こ
む
、
耐
雪
の
心

の
た
か
ぶ
り
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
る
一
首
で
あ
る
。

蓬
窓
夢
覚
東
方
巳
白
偶
然
有
作
(
蓬
窓
夢
覚
め
て
東
方
巳
に
白
む
偶
然

作
有
り
)

怪
底
寒
光
照
酒
顔
怪
底
の
寒
光
酒
顔
を
照
ら
す

蓬
窓
残
雪
越
州
山
蓬
窓
残
雪
越
州
の
山

誰
知
傷
別
傷
春
夢
誰
か
知
ら
ん
傷
別
傷
春
の
夢

猶
繞
湖
楼
剪
燭
間
猶
お
繞
る
湖
楼
剪
燭
の
間

第
二
句
か
ら
耐
雪
の
乗
っ
た
船
が
敦
賀
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
三

四
句
、
傷
別
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
松
江
の
詩
友
た
ち
で
あ
る
。
日
登

の
里
は
、
彼
に
と
っ
て
は
仮
住
居
の
思
い
が
あ
り
、
と
も
に
詩
を
語
る
友
の
い

首
都
ま
で
の
一
力
月
ほ
ど
の
旅
に
、
第
一
句
の
悲
壮
感
は
誇
張
に
過
ぎ
る
よ

う
で
あ
る
が
、
鉄
道
の
無
い
当
時
、
山
陰
の
一
角
か
ら
、
東
京
は
は
る
か
か
な

た
の
地
で
あ
っ
た
。

当
時
、
関
西
・
東
京
方
面
へ
の
旅
行
は
松
江
か
ら
小
汽
船
で
境
港
へ
出
、

錘
鶴
・
敦
賀
な
ど
、
鉄
道
の
通
じ
て
い
る
港
へ
向
か
う
外
海
航
路
の
汽
船
に
乗

3

換
え
る
コ
ー
ス
が
好
ま
れ
た
。
耐
雪
が
乗
っ
た
の
は
敦
賀
行
き
立
山
丸
で
あ
っ

四
＼

,
、
0

ブ



る
松
江
の
方
が
、
む
し
ろ
な
つ
か
し
い
故
郷
で
あ
っ
た
。

上
陸
し
た
耐
雪
は
、
た
だ
ち
に
東
上
せ
ず
、
南
下
し
て
、
月
瀬
の
梅
里
を
訪

れ
た
。
月
瀬
は
斎
藤
拙
堂
の
,
月
瀬
紀
勝
が
世
に
出
て
以
来
天
下
の
梅
花

郷
と
し
て
喧
伝
さ
れ
、
文
人
墨
客
知
名
の
士
が
、
花
時
に
は
ひ
き
も
き
ら
ず
集

ま
っ
た
。
明
治
二
十
九
(
一
八
九
六
)
年
、
本
田
種
竹
の
月
瀬
の
遊
は
詩
壇
の

の

盛
事
と
さ
れ
た
。
耐
雪
に
と
っ
て
も
、
梅
花
の
季
節
に
わ
ざ
わ
ざ
出
雲
か
ら
花

を
訪
う
の
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、
あ
た
か
も
観
梅
の
季
節
に
、
上
京
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
を
幸
い
、
日
程
を
や
り
く
り
し
、
一
尿
都
を
さ
え
後
ま
わ
し
に
し
て

月
瀬
を
訪
う
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

月
瀬
観
梅
倉
瀬
に
梅
を
観
る
)

腹
香
吹
過
野
渓
浜
腹
香
吹
過
す
野
渓
の
浜

竹
外
煙
消
錬
影
新
竹
外
煙
消
え
踵
影
新
な
り

古
径
青
苔
微
貼
月
古
径
青
苔
微
に
月
に
貼
し

断
橋
残
鴛
生
春
断
橋
残
雪
淡
く
春
を
生
ず

令
人
忽
憶
孤
山
路
人
を
し
て
忽
ち
憶
わ
し
む
孤
山
の
路

与
我
相
逢
姑
射
神
我
と
相
い
逢
う
は
姑
射
の
神

好
就
酒
家
謀
一
酔
好
し
酒
家
に
就
き
て
一
酔
を
謀
ら
ん

哨
寒
如
水
漉
鳥
巾
蛸
寒
水
の
如
く
鳥
巾
に
澀
ぐ

二
首
の
う
ち
第
一
首
。
孤
山
は
中
国
西
湖
の
中
の
島
、
梅
花
の
詩
人
、
林
邇

の
隠
棲
の
地
。
姑
射
神
は
読
如
射
山
の
神
女
、
こ
こ
は
梅
花
の
精
を
意
味
し
よ

一
九
八
六
年
三
月

ち
の
第
二
首
を
録
す
る
。

花
下
寄
内
(
花
下
に
内
に
寄
t

暗
香
浮
動
夢
依
稀
暗
香
浮
動
夢
依
稀
た
り

万
樹
梅
花
玉
打
囲
万
樹
の
梅
花
玉
打
囲
す

途
想
繍
窓
今
夜
月
途
か
に
想
う
繍
窓
今
夜
の
月

可
無
錬
影
上
春
衣
錬
影
の
春
衣
に
上
る
無
か
る
べ
け
ん
や

繍
窓
は
妻
の
居
間
の
窓
。

う
梅
花
の
下
で
、
日
登
の
家
を
守
る
妻
に
手
紙
を
書
き
、
詩
を
寄
せ
た
。
妻
の

、
、

名
は
で
ん
、
一
局
等
小
学
校
を
出
た
だ
け
の
学
歴
で
、
夫
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
語
を

学
び
、
看
護
婦
代
り
に
働
い
て
、
賢
妻
の
名
が
高
か
っ
た
。
同
じ
く
二
首
の
う

四
九

山
陰
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研
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三
月
十
日
、
耐
雪
は
入
京
し
た
。
途
中
、
月
瀬
に
立
寄
っ
て
、
足
か
け
五
日

と
い
う
の
は
、
当
時
の
交
通
事
情
か
ら
し
て
、
ま
ず
普
通
の
道
の
り
と
い
ぇ
る

で
あ
ろ
う
。十

日
入
東
京
(
十
日
東
京
に
入
色

残
杉
破
帽
老
書
生
残
杉
破
帽
老
書
生

不
負
江
湖
載
酒
名
負
か
ず
江
湖
載
酒
の
名

一
路
春
風
冷
于
水
一
路
春
風
水
よ
り
も
冷
た
く

梅
花
香
裡
入
東
京
梅
花
の
香
裡
東
京
に
入
る

都
門
に
入
っ
た
耐
雪
は
、
自
分
が
時
勢
に
取
残
さ
れ
た
田
舎
者
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
何
が
な
し
の
気
負
い
も
わ
き
立
っ
た
。

耐
雪
が
ま
ず
訪
れ
た
の
は
、
恩
師
永
坂
石
塚
の
も
と
で
あ
っ
た
。
当
時
石

塚
は
神
田
お
玉
ケ
池
の
梁
川
星
巌
の
旧
居
を
玉
池
仙
館
と
名
づ
け
て
住
み
、
中

国
風
の
調
度
を
凝
ら
し
、
文
人
墨
客
を
集
め
て
い
た
。

訪
永
坂
石
壊
周
二
先
生
賦
呈
(
、
永
坂
石
隷
周
二
、
先
生
を
訪
い
賦
呈
す
)

二



一
黒
吟
社
史
稿
そ
の
三

玉
池
痩
格
梅
作
骨
玉
池
の
痩
格
梅
を
骨
と
作
す

側
帽
怡
立
梅
花
月
帽
を
側
け
て
愉
立
す
梅
花
の
月

夜
深
問
読
孫
経
夜
深
け
て
閑
経
む
蕊
珠
の
経

香
風
詞
海
送
宝
筏
香
風
詞
海
宝
筏
を
送
る

十
年
重
訪
詩
寵
梅
十
年
重
ね
て
訪
う
詩
厶
罷
の
梅

暗
香
漠
漠
吹
古
苔
暗
香
漠
々
古
苔
を
吹
く

絵
事
是
君
閑
公
事
絵
事
は
是
れ
君
の
閑
の
公
事

領
略
竹
外
斜
枝
来
領
略
す
竹
外
斜
枝
来
た
る
を

二
十
九
年
に
医
学
研
修
の
た
め
上
京
し
て
以
来
、
始
め
て
訪
う
恩
師
の
宅
で

あ
っ
た
。
そ
の
書
斎
を
祭
詩
寵
と
称
す
る
。
石
塚
は
詩
書
画
三
絶
と
称
せ
ら
れ
、

横
山
家
の
周
辺
に
は
、
今
も
石
塚
の
小
品
画
の
類
を
所
蔵
す
る
者
が
あ
る
。

入
谷
仙
介

耐
雪
の
上
京
に
先
立
ち
、
藤
脇
松
軒
か
、
江
木
冷
灰
(
一
八
五
八
1
一
九
二

励

五
)
主
催
の
摂
木
会
に
、
荒
川
図
南
に
伴
わ
れ
て
、
姿
を
見
せ
て
ぃ
る
。

二
月
二
十
六
貝
神
田
淡
路
町
の
江
木
邸
で
、
檀
樂
第
二
十
九
集
が
開
か
れ

⑥

た
。
会
す
る
者
は
、
森
槐
南
・
永
坂
石
隙
・
塚
原
夢
舟
・
岩
渓
裳
川
.
関
沢
霞

⑪

鋤

勵

御

上
夢
香
.
大
久
保
湘
南
・
阪
本
菰
園
・
図
南
・
松
軒
の
そ
う
そ
う
た
る
顔

.

ぶ
れ
で
あ
る
。
湘
南
と
松
軒
と
は
、
十
数
年
前
の
旧
知
で
あ
っ
た
。

詩
会
の
通
例
に
従
い
、
主
人
冷
灰
の
原
唱
が
提
出
さ
れ
る
。

一
樗
春
話
旧
一
樽
春
に
旧
を
話
し

蔀
梗
跡
相
同
蔀
梗
跡
相
い
同
じ

芳
草
無
辺
雨
芳
草
無
辺
の
雨

三

落
梅
何
処
風
落
梅
何
処
か
の
風

詩
能
軽
万
戸
詩
は
能
く
万
戸
を
軽
ん
じ

気
可
倣
三
公
気
は
三
公
に
倣
る
べ
し

莫
道
塵
賣
事
塵
衰
の
事
を
道
う
莫
か
れ

青
山
在
夢
中
青
山
夢
中
に
在
り

湘
南
の
評
に
1
芳
草
落
梅
一
聯
俊
逸
に
し
て
清
新
を
兼
ぬ
と
謂
ふ
べ
し
、
諸

家
す
べ
て
和
詩
の
あ
る
中
で
、
松
軒
の
作
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

開
尊
群
笑
出
尊
を
開
け
ぱ
群
笑
出
で

吟
坐
主
賓
同
吟
坐
主
賓
同
じ

修
竹
朧
措
雪
修
竹
朧
摘
の
雪

梅
花
画
偵
風
梅
花
画
帳
の
風

句
何
生
熟
秘
句
は
何
ぞ
生
熟
の
秘
な
る
や

評
自
是
非
公
評
は
自
ら
是
非
の
公

不
道
春
寒
岫
春
寒
の
哨
な
る
を
道
わ
ず

深
杯
在
掌
中
深
杯
掌
中
に
在
り

湘
南
の
評
に
,
何
ぞ
其
流
麗
な
る
、
と
。

,
酒
醋
に
し
て
耳
熱
し
、
一
座
が
盛
上
っ
て
き
た
こ
ろ
、
冷
灰
が
ま
た
絶
句

一
首
を
作
っ
て
、
座
客
に
唱
和
を
乞
う
た
。

竹
是
檀
樂
盟
可
尋
竹
は
是
れ
檀
簗
盟
は
尋
ぬ
べ
し

江
湖
風
月
白
鴎
心
江
湖
の
風
月
白
鴎
の
心

盤
無
兼
味
令
人
痩
盤
に
兼
味
無
く
人
を
し
て
痩
せ
し
む

唯
有
此
君
留
客
深
唯
だ
此
君
有
り
て
客
を
留
む
る
深
し

後
半
、
ろ
く
な
馳
走
も
な
く
、
も
て
な
し
は
、
此
の
竹
だ
け
と
い
う
、
客
へ

の
あ
い
さ
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
客
た
ち
が
唱
和
し
た
中
に
、
松
軒
の
作
も
あ

五
0



る
0

佳
句
唯
当
酔
裏
尋
佳
句
唯
だ
当
に
酔
裏
に
尋
ぬ
べ
し

梅
花
含
笑
影
盃
心
梅
花
含
笑
影
盃
の
心

歓
情
一
夜
湛
如
水
歓
情
一
夜
湛
う
る
こ
と
水
の
如
く

可
与
茶
渓
較
浅
深
茶
渓
と
浅
深
を
較
ぶ
べ
し

茶
渓
は
中
国
湖
南
に
そ
の
川
が
あ
る
と
い
う
が
、
こ
こ
は
お
茶
の
水
の
谷
を

さ
す
か
。

詩
会
の
最
後
を
柏
梁
体
聯
句
二
巡
で
し
め
く
く
り
、
宴
が
は
て
た
の
は
午
前

零
時
に
近
か
っ
た
。
聯
句
の
起
句
は
冷
灰
で
,
竹
葉
之
酒
看
雲
嵩
(
竹
葉
の
酒

は
雲
を
看
て
樹
む
)
」
以
下
、
裳
川
・
図
南
・
頻
園
と
回
り
、
松
軒
の
番
と
な
っ

て
,
相
逢
ズ
任
感
情
深
(
相
い
逢
う
ズ
任
僑
深
し
)
、
と
つ
け
た
。
以
下
、
夢

香
.
霞
庵
.
夢
舟
・
欣
々
(
冷
灰
夫
人
)
・
石
壊
・
湘
南
・
槐
南
こ
こ
で
ま
た

元
に
も
ど
っ
て
、
同
じ
順
序
で
松
軒
の
番
に
な
り
"
但
道
金
樽
楽
不
淫
(
但
だ

道
う
金
樽
楽
し
み
て
淫
せ
ず
)
」
槐
南
の
靜
意
有
余
未
罷
琴
(
静
意
余
り
有

り
て
未
だ
琴
を
罷
め
ず
)
、
の
句
を
止
め
と
し
て
、
聯
句
は
終
る
。

松
軒
は
公
務
で
上
京
し
た
の
で
あ
る
か
巨
長
く
滞
在
で
き
ず
、
耐
雪
に
は

会
う
機
会
が
な
く
、
随
鵬
吟
社
の
大
会
に
も
出
席
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
檀

樂
会
出
席
の
事
実
か
ら
、
東
京
の
詩
壇
で
も
、
十
分
に
通
用
す
る
顔
で
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

春
浅
い
あ
る
日
、
安
広
龍
峰
が
、
当
時
、
ま
だ
珍
し
か
っ
た
自
転
車
に
乗
っ

て
、
湘
南
の
家
を
訪
ね
、
懐
中
か
ら
連
環
体
の
詩
を
出
し
て
示
し
た
。
連
環
体

と
い
う
の
は
、
尻
取
り
式
に
、
前
の
詩
の
結
句
を
起
句
と
し
て
詩
を
作
り
、
最

後
に
第
一
首
の
起
句
を
結
句
と
し
て
終
る
、
一
種
の
遊
戲
詩
で
、
当
時
、
渡
辺

m

無
辺
の
作
が
評
判
に
な
っ
て
い
て
、
唱
和
す
る
者
が
多
か
っ
た
。
龍
峰
も
無
辺

の
作
に
次
韻
し
た
も
の
で
、
市
外
に
隠
棲
す
る
湘
南
の
一
局
風
を
た
た
え
る
意
を

寓
し
て
お
り
、
湘
南
は
,
詩
中
云
ふ
所
溢
美
敢
て
当
ら
ず
と
錐
も
、
其
愛
才

の
盛
意
豈
感
侃
せ
さ
る
を
得
ん
や
、
と
恐
縮
し
て
い
る
。
そ
こ
へ
居
合
わ
せ

た
の
が
耐
雪
で
、
さ
っ
そ
く
韻
を
借
り
て
、
途
上
の
所
見
を
連
環
体
三
首
に
ま

と
め
た
。

の

帋
影
青
揺
旧
酒
表
帋
影
青
は
揺
る
旧
酒
家

欄
干
曲
曲
有
花
遮
欄
干
曲
々
花
有
り
て
遮
る

新
晴
僅
放
爺
蕪
雨
新
晴
僅
に
放
っ
疏
蕪
の
雨

一
路
春
風
油
壁
車
一
路
の
春
風
油
壁
の
車

日
時
は
未
学
あ
る
が
、
向
島
の
大
久
保
湘
南
の
家
を
訪
れ
た
の
は
、
次
に

述
べ
る
八
百
松
楼
の
招
宴
よ
り
は
先
で
あ
ろ
う
。

四

五
一

D

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
二
号

照
出
す
寒
梅
四
面
の
花

波
光
上
下
し
て
奬
枝
斜
め
な
り

春
風
何
処
ぞ
酔
い
を
沽
う
に
堪
う
る
や

帋
影
青
は
揺
る
旧
酒
家

一
路
春
風
油
壁
車

柳
煙
陽
隔
塵
詳

タ
陽
紅
逗
古
僧
閣

照
出
寒
梅
四
面
花

一
九
八
六
年
三
月

一
路
の
春
風
油
壁
の
車

柳
煙
漁
蕩
塵
譯
を
隔
つ

も
と
お

タ
陽
紅
は
逗
る
古
僧
閣

照
出
す
寒
梅
四
面
の
花

照
出
寒
梅
四
面
花

波
光
上
下
奬
枝
斜

春
風
何
処
堪
沽
酔

帋
影
青
揺
旧
酒
家



剪
舩
吟
社
史
稿
そ
の
三

龍
峰
が
さ
ら
に
畳
韻
し
た
あ
と
、
三
人
相
い
携
え
て
、
百
花
園
へ
梅
見
に
行

く
こ
と
に
な
っ
た
。
早
咲
の
^
は
、
散
り
か
け
て
ま
だ
^
ら
ず
、
^
咲
き
の
^

は
、
ま
さ
に
^
開
^
、
ふ
く
い
く
た
る
^
り
が
園
中
に
^
^
つ
て
い
た
。
^
間

に
か
か
る
祗
園
南
海
の
詩
幅
に
次
韻
す
る
こ
と
に
な
り
、
耐
雪
の
詩
が
ま
ず
完

成
し
た
。

φ

も
と
お

林
隙
夕
陽
遍
林
隙
夕
陽
逗
り

軽
煙
如
相
親
軽
煙
相
い
親
し
む
が
如
し

玉
鈑
斜
欲
堕
玉
鈑
斜
め
に
堕
ち
ん
と
欲
し

嬌
儒
微
啓
唇
嬌
暦
微
か
に
唇
を
啓
く

非
遊
衆
香
国
衆
香
国
に
遊
ぶ
に
非
れ
ば

誰
解
花
中
真
誰
か
花
中
の
真
を
解
せ
ん

春
風
林
下
夢
春
風
林
下
の
夢

相
遇
是
美
人
相
い
遇
う
は
是
れ
美
人

明
治
詩
の
一
面
た
る
艶
麗
な
作
品
、
玉
釼
嬌
磨
は
い
ず
れ
も
梅
花
の
形
容
、

尾
聯
は
高
啓
の
梅
花
、
の
詩
の
,
月
明
林
下
美
人
来
(
月
明
の
林
下
に
美
人

来
た
る
ン
に
も
と
づ
く
。
原
詩
は
、
羅
浮
山
の
梅
の
精
が
、
美
女
に
化
し
て
現

れ
た
と
い
う
故
事
。
龍
峰
が
こ
れ
に
和
し
て
二
首
を
作
り
、
湘
南
が
、
連
環
体

三
首
を
作
っ
て
、
そ
の
日
の
遊
は
終
っ
た
。

入
谷
仙
介

動

五
二

田
辺
碧
隻
.
手
島
海
雪
・
菊
地
惺
堂
・
内
野
皎
亭
・
大
久
保
湘
南
の
九
名
、
石

塚
が
詩
壇
の
長
老
、
か
っ
耐
雪
の
恩
師
で
あ
る
ほ
か
、
す
べ
て
名
家
で
あ
る
。

主
客
合
わ
せ
て
十
一
名
。

こ
の
招
宴
の
主
旨
に
つ
い
て
湘
南
は
い
う
二
耐
雪
は
出
雲
の
人
、
往
歳
先
生

つ
と

(
槐
南
)
の
松
江
に
官
游
す
る
や
耐
雪
本
地
の
同
人
と
偕
に
周
旋
頗
る
勗
む

し
よ
,
つ

と
云
ふ
、
乃
ち
知
る
先
生
此
醐
を
設
く
る
の
意
耐
雪
を
京
国
の
詞
壇
に
紹
介

W

し
、
且
っ
其
当
年
の
好
意
に
酬
ゆ
る
に
在
る
を
、

槐
南
は
律
詩
二
首
を
席
上
で
賦
し
た
。
そ
の
一
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

D

不
多
幽
賞
貴
招
携
幽
賞
を
多
と
せ
ず
招
携
を
貴
ぶ

一
笛
局
楼
望
転
迷
一
笛
の
高
楼
望
み
て
転
た
迷
う

吹
得
落
梅
翻
作
雪
落
梅
を
吹
き
得
て
翻
り
て
雪
と
作
り

飛
来
乳
燕
尚
銜
泥
飛
来
の
乳
燕
尚
お
泥
を
銜
む

た
ち
ま
ち

酒
鱗
鉦
面
紅
旋
湧
酒
鱗
鉦
面
紅
旋
ち
湧
き

草
甲
桾
腰
緑
略
斉
草
甲
桾
腰
緑
略
ぽ
斉
し

興
到
方
知
春
意
厚
興
到
り
て
方
に
知
る
春
意
厚
き
を

空
濠
煙
叢
人
題
空
濠
た
る
煙
景
人
を
し
て
題
せ
し
む

こ
の
日
の
実
景
で
あ
る
。
当
日
、
朝
か
ら
の
雪
が
や
が
て
雨
に
変
り
、
午
後

に
及
ん
で
ょ
う
や
く
晴
れ
た
。
其
の
二
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

化
工
戲
罷
夕
陽
新
化
工
戲
れ
罷
み
て
夕
陽
新
に

楼
閣
空
中
捉
幻
塵
楼
閣
空
中
幻
塵
を
捉
う

水
月
鏡
花
非
剪
綵
水
月
鏡
花
剪
綵
に
非
ず

風
裏
雪
帽
亦
嬉
春
風
裏
雪
帽
亦
た
嬉
春

山
陰
祓
祺
蘭
亭
遠
山
陰
の
祓
禳
蘭
亭
遠
く

江
左
文
章
玉
樹
親
江
左
の
文
章
玉
樹
親
な
り

日

三
月
二
十
一
日
春
分
の
日
に
、
耐
雪
は
森
槐
南
か
ら
向
島
枕
橋
の
八
百
松
楼

に
招
か
れ
た
。
十
三
日
後
に
随
鴎
吟
社
の
大
会
の
開
か
れ
る
、
東
京
一
流
の
旗

9

亭
で
あ
る
。
会
す
る
者
、
、
永
坂
石
燎
・
矢
土
錦
山
・
江
木
冷
灰
.
岩
渓
裳
川

.

五
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舟Q



安
得
群
賢
畢
乗
興
安
く
に
か
群
賢
の
畢
く
興
に
乗
じ

碧
雲
宋
来
櫂
湘
濱
碧
雲
を
宋
り
来
た
り
泓
誓
櫂
す
る
を
得
ん

前
半
は
当
日
の
実
景
後
半
に
つ
い
て
湘
南
は
点
ら
山
陰
の
旧
歓
を
叙
し
、

マ
マ

懐
を
碧
雲
湖
上
に
鶚
す
、
意
う
腫
製
泓
吟
社
の
諸
子
亦
当
さ
に
望
雲
の
今
省
る

可
し
、
と
い
う
。
す
な
わ
ち
二
年
前
、
剪
社
創
立
大
会
の
盛
宴
を
し
の
ん
で
い

る
の
で
あ
る
。
第
五
句
は
王
義
之
の
蘭
亭
修
禳
の
故
事
山
陰
は
蘭
亭
の
所
在

地
会
稽
(
紹
興
)
の
一
名
、
剪
社
の
所
在
地
松
江
が
山
陰
道
に
所
在
し
、
か
つ

旧
暦
と
新
暦
と
の
違
い
は
あ
る
が
、
蘭
亭
修
涙
も
、
剪
社
創
立
も
、
た
ま
た
ま

三
月
に
催
さ
れ
、
多
数
の
文
人
の
集
ま
っ
た
行
事
で
あ
っ
た
た
め
、
借
用
し
た

も
の
で
あ
る
。

以
下
、
参
会
者
か
ら
、
次
々
に
票
出
さ
れ
た
。

⑳

花
時
欲
近
歳
時
違
花
時
近
か
ら
ん
と
欲
し
て
歳
時
違
い

三
月
奇
寒
上
我
衣
三
月
の
奇
寒
我
が
衣
に
上
る

狂
架
随
風
相
和
乱
狂
架
風
に
随
い
て
相
い
和
し
て
乱
れ

落
梅
帯
雪
一
斉
飛
落
梅
雪
を
帯
し
て
一
斉
に
飛
ぶ

玉
鈎
簾
映
鳥
金
水
玉
鈎
簾
は
映
ず
鳥
金
の
水

青
綺
旗
搖
白
鷺
磯
青
綺
旗
は
搖
る
白
鷺
の
磯

此
地
従
今
春
色
好
此
の
地
今
よ
り
春
色
好
し

山
陰
詩
客
一
杲
言
帰
山
陰
の
詩
客
帰
る
空
言
う
莫
か
れ

江
木
冷
灰
の
作
。
尾
聯
は
、
こ
れ
か
ら
東
京
は
春
景
色
が
よ
く
な
る
か
ら
、

ゆ
っ
く
り
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
耐
雪
へ
の
あ
い
さ
つ
で
あ
る
。

⑳

雪
霽
軽
雲
漏
日
痕
雪
は
霽
る
軽
雲
漏
日
の
痕

深
深
簾
幕
簑
香
温
深
深
た
る
簾
幕
簑
香
温
し

、
つ
つ
ら
ん

蔚
藍
春
水
漲
為
色
蔚
藍
の
春
水
漲
り
て
色
を
作
し

一
九
八
六
年
三
月

五
三

喋
庫
桃
花
寒
不
言
喋
庫
の
桃
花
寒
に
言
わ
ず

当
代
方
逢
斯
道
盛
当
代
方
に
逢
う
斯
道
の
盛
ん
な
る
に

我
心
好
与
故
人
論
我
が
心
は
好
み
て
故
人
と
論
ず

最
欽
静
者
蔡
侯
意
最
も
欽
す
静
者
蔡
侯
の
意

置
酒
江
東
月
入
門
江
東
に
置
酒
す
れ
ば
月
は
門
に
入
る

岩
渓
裳
川
の
作
。
第
七
句
蔡
侯
意
は
、
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
が
、
後
漢
の
蔡

逕
が
、
後
輩
の
王
粲
の
訪
問
を
喜
び
、
履
物
を
さ
か
さ
ま
に
つ
っ
か
け
て
、

い

そ
い
で
出
迎
え
た
故
事
か
。
裳
川
は
耐
雪
よ
り
十
三
歳
の
年
長
で
あ
る
か
ら
、

み
ず
か
ら
を
茲
乏
■
に
、
耐
雪
を
王
粲
に
比
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

帥

雪
後
開
樗
寒
較
軽
雪
後
樽
を
開
き
て
寒
は
較
や
軽
く

簾
衣
斜
接
緑
盈
々
簾
衣
斜
め
に
接
し
て
緑
盈
々

相
思
昨
夜
梅
花
落
相
思
昨
夜
梅
花
落
ち

未
説
離
愁
春
水
生
未
だ
説
か
ず
離
愁
春
水
生
ず

与
我
破
禅
空
即
色
我
と
禅
を
破
す
空
は
即
ち
色

故
人
能
醉
聖
之
清
故
人
能
く
酔
う
聖
の
清

東
風
吹
面
蘇
蕪
暗
東
風
面
を
吹
い
て
就
蕪
暗
く

長
笛
隔
江
時
一
声
長
笛
江
を
隔
て
て

時
に

一
声

田
辺
碧
堂
の
作
。
故
人
能
酔
と
い
う
の
は
耐
雪
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
が
、
実

は
耐
雪
は
さ
ほ
ど
酒
量
は
多
く
な
く
、
酒
席
の
雰
囲
気
を
楽
し
む
方
で
あ
っ
た

と
い
う
。
碧
堂
は
興
さ
ら
に
尽
き
ず
、
二
絶
句
を
重
ね
た
。
碧
堂
は
絶
句
碧
堂

の
別
名
が
あ
り
、
絶
句
の
專
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。

甘
二

其
の
一

髭
仙
折
簡
試
吟
行
髭
仙
簡
を
折
り
て
吟
行
を
試
み

笠
履
江
東
共
聴
鷺
笠
履
江
東
共
に
鷲
を
聴
く

き
人
す
い

山
陰
地
域
研
究
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伝
統
文
化
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剪
舩
吟
社
史
稿
そ
の
三

未
許
人
生
容
易
老
未
だ
許
さ
ず
人
生
容
易
に
老
ゆ
る
を

梅
花
細
雨
滞
春
城
梅
花
細
雨
春
城
に
滞
る

髭
仙
は
槐
南
の
こ
と
か
。
み
ご
と
な
ひ
げ
を
白
界
下
に
韮
甲
え
て
い
た
。
髭
は
ほ

お
ひ
げ
で
あ
る
が
、
ひ
げ
の
総
称
と
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

其
の
二

其
二

中
年
興
会
緑
樽
前
中
年
の
興
会
緑
樽
の
前

春
到
江
南
書
画
船
春
は
到
る
江
南
書
画
の
船

生
作
詩
人
身
分
好
生
ま
れ
て
詩
人
と
作
れ
ば
身
分
好
し

梅
花
雪
後
杏
花
天
梅
花
の
雪
後
杏
花
の
天

最
後
に
耐
雪
が
詩
を
出
し
た
。

鬮

旧
夢
春
愁
酔
後
生
旧
夢
春
愁
酔
後
に
生
じ

当
年
本
事
記
分
明
当
年
の
本
事
記
し
て
分
明

井
刀
剪
水
江
干
過
弁
刀
水
を
剪
り
て
江
干
を
過
ぎ
り

剣
棹
戴
詩
湖
上
行
剣
棹
詩
を
載
せ
て
湖
上
を
行
く

一
代
雄
才
推
太
白
一
代
の
雄
才
太
白
を
推
し

千
秋
妙
賦
慕
宣
城
千
秋
の
妙
賦
宣
城
を
慕
う

旗
亭
勝
会
重
修
祺
旗
亭
の
勝
会
修
祺
を
重
ね

三
月
東
風
劇
有
情
三
月
東
風
劇
だ
情
有
り

旧
蔓
当
年
は
い
ず
れ
も
槐
南
の
雲
州
の
遊
を
指
し
、
江
干
は
向
島
で
現
在

の
情
況
、
湖
上
は
宍
道
湖
で
往
年
の
遊
太
白
余
子
白
)
・
宣
城
(
謝
眺
)
は
と

も
に
槐
南
で
あ
ろ
う
。
第
七
句
、
今
日
の
八
百
松
で
の
宴
は
、
か
っ
て
の
松
江

で
の
集
い
に
勝
る
と
い
う
、
あ
い
さ
つ
の
言
葉
。
東
京
の
諸
大
家
に
伍
し
て
、

少
し
も
劣
ら
ぬ
力
量
を
示
す
。

伽

記
録
者
湘
南
は
、
詩
二
首
が
あ
っ
た
。
宴
に
侍
る
校
書
(
芸
妓
)
た
ち
が
、

入
谷
仙
介

た
く
み
に
酒
を
す
す
め
、
詩
興
と
酒
興
に
陶
然
と
し
て
酔
い
、
一
同
が
帰
路
に

つ
い
た
こ
ろ
に
は
、
雲
は
全
く
晴
れ
て
、
隅
田
川
の
水
面
は
月
光
に
輝
い
て
い

師た
。

明
治
三
十
八
・
五
・
五
刊
行
。

2
 
明
治
四
十
丁
五
・
十
六
刊
行
。
境
港
市
立
図
書
館
蔵
。

偲
明
治
三
十
八
・
三
・
六
付
山
陰
新
聞
。
当
日
境
出
港
の
外
航
客
船
は
他
に
無
い
。

4
 
正
岡
子
規
「
松
薙
玉
液
、

5
 
一
八
六
二
1
一
九
二
七
。
本
名
義
太
郎
。
当
時
長
崎
県
知
事
と
し
て
松
軒
の
上
司
で

あ
っ
た
。
の
ち
横
浜
市
長
貴
族
院
議
員
。
松
軒
は
図
南
に
詩
才
を
愛
さ
れ
、
松
江
市
奥

谷
町
の
藤
脇
家
に
は
、
図
南
か
ら
贈
ら
れ
た
と
い
う
食
随
園
集
、
を
今
も
所
蔵
す
る
。

副
生
没
年
未
詳
。

7
 
一
八
六
四
1
 
一
九
二
五
。

⑧
一
八
五
一
1
一
九
三
七
。

⑨
一
八
五
七
1
一
九
三
六
。
本
名
彭
之
助
。
、
氷
井
禾
原
の
弟
荷
風
の
叔
父
、
作
家
高
見

順
・
詩
人
阪
本
越
郎
の
父
。
当
時
福
井
県
知
事
の
ち
名
古
屋
市
長
、
枢
密
顧
問
官
。

湘
南
が
松
軒
と
出
会
っ
た
の
は
新
潟
。
随
鴎
集
第
八
編
に
、
そ
の
時
の
松
軒
の
作
「
舟

江
早
秋
、
を
載
せ
る
。
舟
江
は
新
潟
の
雅
名
。

生
没
年
未
詳
。

一
八
四
六
1
一
九
一
九
。
そ
の
連
環
体
は
随
鴎
集
第
六
編
(
明
治
三
十
八
・
三
・
五
刊

行
)
に
掲
載
。
無
辺
が
湘
南
に
、
吟
社
協
賛
員
と
し
て
入
社
を
申
し
こ
ん
だ
時
の
手
紙
に

同
封
し
て
あ
り
、
の
ち
東
京
日
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
と
い
う
。

以
下
詩
は
、
随
鴎
集
第
七
編
(
明
治
三
十
八
・
四
・
五
刊
行
)
。
東
游
吟
稿
に
は
連
環

五
四

⑬ ⑫⑪ ⑳
)王

①



体
を
収
め
な
い
。

随
鴎
集
は
題
を
記
さ
な
い
。
東
游
吟
稿
は
,
同
大
久
保
湘
南
安
広
龍
峰
両
詞
宗
観
梅
于

と
も

百
花
園
次
壁
上
詩
幅
祗
南
海
駒
(
大
久
保
湘
南
・
安
広
龍
峰
両
詞
宗
と
同
に
梅
を
百
花
園

に
観
壁
上
の
詩
幅
祗
南
海
の
駒
に
次
す
)
、

一
八
四
九
1
一
九
二
0
。
こ
の
席
で
詩
は
無
く
、
席
上
詩
巻
の
書
後
を
東
游
吟
稿
に
収

め
る
。一

八
六
四
1
一
九
一
三

0

一
八
五
九
1
一
九
0
七
。
東
游
吟
稿
に
当
日
の
詩
一
首
を
収
め
る
。

一
八
六
七
1
一
九
三
五
。
吟
稿
に
当
日
の
詩
二
首
を
収
め
る
。

一
八
七
三
1
一
九
三
四
。
吟
稿
に
当
日
の
詩
二
首
を
収
め
る
。

随
鵬
集
第
七
編
。

以
下
、
随
鴎
集
第
七
編
。
随
鴎
集
は
題
を
記
さ
な
い
。
東
游
吟
稿
に
ょ
っ
て
題
を
注
記

す
る
:
乙
巳
春
分
八
百
松
楼
即
賦
是
日
忽
雪
旋
晴
光
景
莫
測
因
呈
席
上
諸
公
兼
贈
山
陰

た
ち
庄

横
山
耐
圭
叉
乙
巳
春
分
、
八
百
松
楼
に
即
賦
す
。
是
の
日
、
忽
ち
雪
旋
ち
晴
れ
て
、
光

景
測
る
莫
し
。
因
り
て
席
上
の
諸
公
に
呈
し
、
兼
ね
て
山
陰
の
横
山
耐
雪
に
贈
る
し

,
マ

東
游
吟
稿
「
乙
巳
三
月
念
三
槐
南
先
生
招
飲
横
山
耐
雪
及
同
人
于
江
東
旗
亭
賦
此
乞

正
乞
巳
三
月
念
三
、
槐
南
先
生
横
山
耐
雪
及
び
同
人
を
江
東
の
旗
亭
に
招
飲
す
。
此

を
賦
し
て
正
を
乞
う
ン
念
三
は
念
一
の
誤
り
。

東
游
吟
稿
,
乙
巳
春
社
槐
南
先
生
招
飲
同
人
于
遷
上
八
百
松
楼
頃
日
出
雲
横
山
耐
雪

入
都
先
生
為
東
道
之
主
以
開
此
勝
会
予
亦
陪
末
次
駒
率
賦
(
乙
巳
の
春
社
に
、
槐
南
先

生
、
同
人
を
温
上
八
百
松
楼
に
招
飲
す
。
項
日
、
出
雲
の
横
山
耐
雪
都
に
入
り
、
先
生
為

に
東
道
の
主
た
り
。
も
っ
て
此
の
勝
会
を
開
く
。
予
も
亦
た
末
に
陪
し
、
次
韻
し
て
率
に

賦
す
)
、

東
游
吟
稿
,
八
百
松
楼
清
集
席
上
賦
此
(
八
百
松
楼
の
清
集
席
上
に
此
を
賦
す
ン

付
記

昭
和
五
十
七
年
度
に
、
私
は
,
剪
湘
吟
社
の
研
究
、
で
、
文
部
省
科
学

研
究
費
の
助
成
を
受
け
た
。
本
稿
は
そ
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

後
の
二
絶
も
同
題
。

⑳

東
游
吟
稿
「
酒
間
話
剪
泓
旧
事
又
賦
一
律
(
酒
間
に
剪
泓
の
旧
事
を
話
し
、
又
た
一
律

を
賦
す
)
、
又
と
い
う
の
は
、
そ
の
前
に
吟
稿
で
は
,
春
分
森
槐
南
先
生
招
誠
八
百
松
楼

席
上
次
韻
(
春
分
に
森
槐
南
先
生
、
八
百
松
楼
に
招
誰
さ
る
。
席
上
韻
に
次
す
)
、
の
二

律
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

⑳

随
鵬
集
に
は
無
く
、
東
游
吟
稿
に
収
め
る
。

⑳
当
日
は
旧
暦
の
二
月
十
六
日
。

一
九
八
六
年
三
月

五
五
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